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(1) 夫＝[＋人間] [＋既婚] [＋男性] 
妻＝[＋人間] [＋既婚] [－男性] 






























例えば、I awoke in my room.と I found the box in my bedroom.という 2つの文における in と
いう英語の前置詞は、空間的な位置関係を表しているが、I read it in the book.と John is in love.



























このような空間表現は、日本語の研究では「関係名詞 (relational nouns)」(Tagashira 1999: 249-












































































4.1 トラジェクター (trajector)とランドマーク (landmark) 
認知言語学では、我々人間は客観的に外部の世界を客体として捉えているのではなく、認
知主体の捉え方や解釈によって、状況が同様であっても、異なるものとして捉える。
Langacker (1988, 2006) によれば、言葉の意味の構造は、背景的な要素の役割を果たしてい








図 0-1 ルビンの壺 
 
言語表現の例で言えば、例えば、英語には、elbow (肘)と hand (手、手首を含まない) とい













図 0-2 ランドマークとトラジェクター (Langacker 1998: 11, 一部修正) 
 
例えば、①The knob is above the keyhole.と②The keyhole is below the knob．という 2つの文
によって示されている物体と物体との位置関係は、同様な客観的な事態であるが、どれがト
ラジェクターとして、最も顕著にプロファイルされているかという点で、相違している











4.2 イメージ・スキーマ (image schema) 
 イメージ (image) とは、我々人間の日々の具体的な身体経験に依拠して形成される心的




















図 0-3 容器の各イメージと容器のイメージ・スキーマ（山梨 2012: 13） 
  
 図 0-3 における (i)の標識は、カップ、グラス、お椀という三種類の日常生活でよく使用












様子(a visual image of a road)、叫び声 (an auditory image of a scream)、松の香り (an olfactory 
image of the smell of pine) などの五感すべてによるイメージは、イメージ・スキーマと見な
されている (Turner 1991: 55-59)。つまり、イメージ・スキーマを広義の立場から捉えるとい
うことである。 
一方、Johnson (1987, 2005)、Clausner and Croft (1999, 2005)、鍋島 (2011)、山梨 (2000, 2012)
などの多くの研究では、イメージ・スキーマという用語が狭義の立場で使用されている。狭
義のイメージ・スキーマというのは、極度にスキーマ化された少数の認知的パターンのこと
である (鍋島 2011: 26-28)。このような狭義のイメージ・スキーマの典型的な例としては、














(2) a. He is in the car.  (物理的な空間) 
b. He is in the Navy. (社会的な空間)  
c. He is in a rage.     (心理的な空間) 












伝統的な解釈である (山梨 2013: 133-135, 笠貫 2014: 55-60)。つまり、メタファーは、従来
ある事物について話す際に、別のことを表す語を転用するという修辞法の一種であると見
なされてきた。例えば、You are my sunshine.という文は、その真理条件から見れば「偽」で






























































 第 3章では、日本語の「前(まえ)」・「先(さき)」と中国語の「前(qian)」という 3つの空間
辞の意味と機能を比較する。この章は大別して空間的な意味に対する分析と、拡張の視点か






























  (4)  a. 上世紀的遺物。 
b. 前世紀の遺物。 
（『中日・日中辞典』） 
 (5) 事件の背景を解明するうえで、有力な手掛かりになるとみて調べている。 
（『朝日新聞』 1997.5.29） 
(6) 在宋朝之前, 城市的居民區和商業區分離。 
(宋の前は、市民が住む場所と市場とはそれぞれ分けられていた。） 
（《人民日報》1994.2.10、日本語訳は筆者による） 
 (7)  a. 把白襯衣的領子翻在軍裝外面，顯得很有精神。 
b. 白いブラウスのえりを軍服の上に出していて､とてもかっこうがよかった。 
＜CJBC＞ （張海迪著 《輪椅上的夢》） 




   (李誠銘がノートパソコンの前に座り、厳しい表情でモニターを見つめている) 







日本語書き言葉均衡コーパス (The Balanced Corpus of Contemporary Written Japanese) 』と『中
日対訳コーパス・第１版 (Chinese-Japanese Bilingual Corpus) 』と『北京大学中国語研究中心



























































































(1) a. 上からはばらばら焼夷弾が降ってきました。     （方向） 
b. こたつの上にふとんを掛ける。            （位置） 
c. 上の二段がまだあいている。             （段階） 































我慢しなくてはならない。            
＜BCCWJ＞ （石川淳著 『焼跡のイエス・処女懐胎』） 
 



















































て、葛 (2004)、林 (2006)、馮 (2010, 2011)が挙げられる。葛 (2004)では、上古の前秦時代
から現代までの中国語における「上(shang)」の各意味を考察し、「上(shang)」の各用法に








(4) a. 上 1：飛機從大橋上飛過。 
b. 上 2：城墻上站着一個人。 
c. 上 3：黑板上貼了一幅畫。 





















(5) a.上 A：放在桌子上。 
b.上 B：寫在黑板上。 
c.上 C：吊在天花板上。 




















(6) a. ?把自己的東西放在行李架。 
b. 把自己的東西放在行李架上。 
（自分の荷物を網棚に置くには…） 
（傅 2014: 27 日本語訳は筆者による） 
 
(7) a. ?環境污染在全世界上很多地方都存在。 
b. 環境污染在全世界很多地方都存在。 
 （環境汚染はどこでも発生している。） 
（傅 2014: 28 日本語訳は筆者による） 
 
(8) a. ?在博物館的大草坪裡，總是會看到許多團隊在排隊。 
b. 在博物館的大草坪上，總是會看到許多團隊在排隊 
（博物館の芝に、多くの団体が行列で並んでいるのをよく見かける。） 








































































































(12)  a. 名を呼びかけてお祭りし、錦の衣服は土の神像の上に着せました。 
＜BCCWJ＞ (清水茂訳『水滸伝』) 
b. 唐衣:貴婦人の正装で、表着の上に着る丈の短い衣服。 

















































































(15) a. 太郎の技術は次郎より上だ。 




































































(18) a. 立春は暦の上での春です。 
（アジア学生文化協会留学生日本語コース編集 『完全マスター2 級』） 

























図 1-3 では、「物体の外側」と「表向き」という「上(うえ)」の 2 つの意味項目の関係を示







































というメタファー的な写像が認められる（菅井 2003: 168）。 
 



















図 1-4 における a の部分は、「上(うえ)」の本来の空間的な意味、すなわちトラジェクター
がランドマークより高い所にあるという「接触ありの高所」の意味を示している。また、図




















































「うえで」の「前提・継起」の意味項目は、図 1-5 で示されている。図 1-5 では、白い長
方形が前件の事柄を意味し、斜線の長方形が後件の事柄を意味している。下方の長方形は、
その上方にある長方形に支持力を与え、支持力の方向が「↑」で表記されている。「↑t」と










































3.4.3 「うえに」の用法: 添加 
「うえに」の「添加」とは、ある事情について、前件の状況または事柄に加えて、さらに










(23) a. 貧乏のうえに病気が重なり、死を間近にひかえていた  
（夫馬進著 『善会善堂史研究』） 
b. 花子は美人のうえに、成績も優秀だ。 














(24) a. 今日の天気は曇っているうえに風が強いので、とても寒く感じられる。 
(安藤栄里子著 『耳から覚える日本語能力試験 2 級文法トレーニング』)  
b. 家が貧しいうえに、父親が病気にかかってしまった。 
(金谷俊一郎著 『日本人の美徳を育てた「修身」の教科書』)  
c. 成績優秀なうえ、スポーツもよくできる。 






























図 1-6 「添加」 
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(25) a. 契約を結ぶうえは、条件を慎重に検討すべきである。 
b. 政治家を目指すうえは、国民のために働くという強い信念が必要だ。 







Heine et al. (1991)では、本来、時間上の前後関係を示す表現が、より抽象的な因果関係を
示すものになるという現象について、文法化の一種であると分析したうえで、人間の言語で




































































4.2 「上(shang)」の空間的な意味: 位置的な高所 
「上(shang)」は、トラジェクターがランドマークの正面より高いところに位置するという
「位置的な高所」という意味を持っている。そして両者が一定の距離を置き、接触している









(27) a. 一隻孤零零的烏鴉,正在頭上飛。 
b. はぐれ烏が一羽、ポツンと頭の上を飛んでいく。 
















































いる部分が「上(shang)」で言語化され、いわゆる ABOVE の用法だけでなく、ON の用法で
使用されているということである。「上(shang)」の「接触ありの高所」の用法を図示すれば、
次の図 1-9 のようになる。 
 
 














































(35) a. 服務上乘。 
b. サービスが抜群である。 
(『中日・日中辞典』) 
(36) a. 这些文章即使在古文的名作中也属上品。 
b. これらの文章は古文の名作中でも最も優れたものに属す。 
(『白水社 中国語辞典』) 
































Lakoff & Johnson (1980: 15-17) は、社会的な地位を、英語では HAVING CONTROL IS UP


































(44)  a. 發行量向上攀升。 
b. 発行部数が上がる。 










































(48) a. 他上個月被革了職。 
b. 彼は先月首になった。 
（『中日・日中辞典』） 
(49) a. 接著上週請翻到 123 頁。 
b. 先週の引き続きで 123 ページを開いてください。 
（『中日・日中辞典』） 




































(51) a. John went to the park. 
b. John went to Mary. 
 






























(53)  a. 筆をとる（筆記：開始） 筆を置く（筆記：終了） 
b. 口を開く（会話：開始） 口を閉じる（会話：中断） 
c. 刀を抜く（決闘：開始） 刀を納める（決闘：終了） 
(仲本 2011: 310) 
 
(54)  a. 花に近づいて、見る。(see) 
b. 花に近づいてみる。(try) 



















(55) a. 花瓶がテーブルに置いてある。 
b. 理事会は明日会議室において行われる。 




















(56)  a. 坐在椅子上。/ ?坐在椅子。 
    (椅子に座っている。) 
    b. 山上住着人。/ ?山住着人。 
      (山に人が住んでいる。) 

















る。このような全体で部分を示すメトニミーは、WHOLE THING FOR ACTIVE ZONE PART
とも呼ばれている (Barcelona 2011: 31)。例えば、The cigarette in her mouth was unlit.という文









































「上(shang)」の機能拡張の過程は、図 1-11 で示されている。図 1-11 の左側の a の部分は、
「上(shang)」の本来の「接触ありの高所」という空間的な用法を示すものであり、また、「上





















(57) a. 他又回轉身走進房去拾起了傘，把它張開，小心地放在地板上。 
b. 彼はちょっともどっていって傘を拾ってひろげると､ていねいに床においた｡ 
＜CJBC＞ （巴金著 《家》） 
 




＜CJBC＞ （史鐵生著 《插隊的故事》） 
 
図 1-11 メトニミーによる機能拡張 
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(62)  a. 面對此景，周恩來賦詩抒懷，碑上刻的就是這一首。 
b. そんな光景と、自らの思いを込めながら、周氏は詩を詠んだ。碑に刻まれた詩
は、この時のもので（後略） 






(63)  a. 蛞蝓在墻上爬行。 
b. ナメクジが壁をはっている。 
(64)  a. 用漆在墻上亂寫。 
b. ペンキで塀に落書きをする。 





































































































































































5.2.1 「上(うえ)」が持たない用法①: 順序 







(77)  a. 上半夜（夜１２時前） 
b. 上一代（前世代） 
        c. 上个月（先月） 
d. 上个星期（先週） 
e. 上个礼拜（先週） 
















































































































































































































































(94)  それから校長は、もう大抵御意見もない様でありますから、よく考えた上で処分  
しましょうと云った。 





































＜BCCWJ＞ （魚柄仁之助著 『うおつか流清貧の食卓』、中国語は筆者による） 
 
(97) a. ごちそうになったうえ、素敵なプレゼントまでいただきました。 
b. 不僅請吃了飯，還收到了漂亮的禮物。 

















(98)  a. 宮さまのお志を拝見しました上は、私も身を捨ててご協力いたしますわ。 
b. 既然已经看到陛下的雄心壮志，我一定舍生鼎力相助。 
＜BCCWJ＞ （田辺聖子著 『霧ふかき宇治の恋』、中国語訳は筆者による） 
 








































(1) a. ロクさんの店は、南武線の線路を載せた土手の下にあった。 
    b. 社長のもとへ赴いた。 
(方 2009: 32-33) 
 














(2) a. 莫天良竟張惶地抽出枕下手槍。 
   （莫天良は不安にかられながら、枕の下から拳銃を取り出した。） 
b. 遺址因為埋藏在地底下。 
     (遺跡が地の下に埋まっているからだ。) 





(暗い蝋燭の光りのもと)        


















































2.1.1 「下(した)」: 下方の用法 
参照物の下方を示す「下(した)」の用法は、英語の前置詞の under と非常に似ている。























  あった。 








(5) a. カケスが、ミズナラなどのドングリを草や落ち葉の下に隠すのは、食べ物の少 
ない冬に備えて貯蔵するためです。 
＜BCCWJ＞ (杉森文夫編 『とり』) 





















な extensional high (そびえ立つように高い)と、天井が高いのような positional high (位置的
に高い)を区別している。extensional high (そびえ立つように高い)とは、ある実体の垂直方向
の長さが、他の実体より高いということである。positional high (位置的に高い)とは、ある実
体が普段垂直方向において位置している高度のことである (cf. Taylor 2003: 136)。例えば、
「太郎は花子より背が高い」と「鳶は高く飛ぶ」という 2 つの文における「高い」は、それ
ぞれ extensional high と positional high に対応している。 
「高い物の下部」という用法における「高い物」は、星や太陽のような地面を高く離れて
いる位置的に高いものではなく、垂直軸に一定の長さを持ち、一般の物(例えば、人間)より
高い実体のことである(greater than average vertical extent of an entity)。 
 
(6) a. 彼女はあの夜、フランス山の下にあるホテルで誰かと会ったようです。 
＜BCCWJ＞ (山崎洋子著 『柘榴館』) 
b. ついこの間まで御夫婦であの山の下の畑を汗水たらして耕していなすった。 
＜BCCWJ＞ (志村有弘編 『怪奇・伝奇時代小説選集』) 
 
(7) a. 逢坂の下には、堀兼の井があり、遠方から茶の湯の水を汲みにくるくらい、水 
がいい。 
(群ようこ著 『浮世道場』) 
        b. 坂の下の駐車場で観光バスを降りて，坂を上って行きました。       
















(8) ジニーは衣裳戸棚の下にもぐりこんだ。  









ていく。                             



















































(12)  a. 一盘蚊烟香放在方桌下。 
蚊取り線香をテーブルの下に置いた。 
    ＜CJBC＞ (茅盾著 《霜葉紅似二月花》)  
         b. 汽车在通往大根家门口的缓坡下停住，杏子一人走上前去。 
自動車を大根家へのはいり口のだらだら坂の下で停めて､杏子は自分だけその
家へはいって行った｡ 
＜CJBC＞ （井上靖著 『あした来る人』） 














(13)  a. 題著“雅集園高等茶社”七個字的玻璃燈匾下。 
b.「雅集園高等茶社」の七字をいれた長方形の小さなガラス製の看板の下。 
＜CJBC＞ (茅盾著 《霜葉紅似二月花》)  
(14)  a. 杯子下放著書。 
         b. コップの下に本がある。 
＜CJBC＞（諶容著《人到中年》） 
(15)  a. 大家全都把要洗的東西塞到床下。 
b. みんな洗濯物をどんどんべッドの下に放りこんでおく。 
＜CJBC＞ (村上春树著『ノルウェイの森』) 
(16)  a. 她把那本日記壓在枕下，頭一次體驗到失眠的滋味。 
b. 彼女はその日記を枕の下に入れ、生まれてはじめて眠れぬ夜を知った。 
＜CJBC＞（劉心武著《鐘鼓楼》） 


















いう 2 つのタイプに分けて考察していく。 
 
(17)  a. 南窗和秀子走出大殿后，不一会儿来到衣笠山下的孤峰庵的墓地。 
本堂を出た南窓と秀子はやがて衣笠山の下にある孤峯庵の墓地にまいった。 
＜CJBC＞（水上勉著 『雁の寺』） 
   b. 鸡在斜坡下的远处漫步，对射击者满不在乎。 
          鶏は斜面の下の遠いところを、射撃者を無視した足取りで歩いていた。 
＜CJBC＞（大岡昇平著 『野火』） 


























2.1.2 節でも論じたように、Taylor  (2003: 136)では、高い (HIGH)という概念をさらに、










   
(19)  a. 在鄰家的牆下,栽下一排柿子樹。 
柿の木が隣家の壁沿いに立ち並んでいた。 
＜CJBC＞（川端康成著 『雪国』） 
      b. 中野學校把收錄機放在升旗台下。  
中野学校がテープレコーダーを掲揚台のもとに置く｡ 
＜CJBC＞ (村上春树著『ノルウェイの森』) 































































































＜CJBC＞ (村上春樹著 『ノルウェイの森』) 
(23)  a. 下着を付ける。 











(24) a. I was wearing two sweaters under the green army jacket. 
b. He had no shirt on under his thin jumper. 
































(25)  a. 中野學校把收錄機放在升旗台下。 
b. 中野学校がテープレコーダーを掲揚台の足もとに置く｡  
＜CJBC＞ (村上春树著 『ノルウェイの森』、再掲)  
(26)  a. 曾根把背囊放在腳下。  
b. 曾恨はリュックを降ろすと足許に置いた｡      
 ＜CJBC＞（井上靖著 『あした来る人』、再掲) 
 
(25) c.  ?中野学校がテープレコーダーを掲揚台の下(した)に置く｡ 






























(27)  a. 在炎热的太阳下… 
b. 焼きつくような太陽のもと…     
              ＜CJBC＞（楊沫著 《青春之歌》） 
(28)  a. 爺爺把槍放在太陽下曬著… 
b. 祖父は鉄砲を日なたにおいて…                                  
＜CJBC＞（莫言著 《紅高粱》） 
(29)  a. 坐在太陽下抓石子玩… 
b. 日向に座って石ころをいじりはじめた…                 
＜CJBC＞ (王安憶著《小鮑荘》) 
(30)  a. 抬頭一看：沙灘上,躺在太陽下… 
b. 顔をあげると、日の照りつける砂浜に…        
＜CJBC＞（楊沫著 《青春之歌》） 
(31)  a. 楓葉剛剛開始泛紅,月下望去黑影幢幢。 
b. 色づきかけた紅葉は、月の光りに黒ずんで見えた。        




















(32)  a. 好太郎さんのうちの銀杏の木の下にはよく遊びに行った。 
         b. 經常到好太郎家的銀杏樹下去玩。 
＜CJBC＞ （井伏鱒二著 『黒い雨』） 
(33)  a. 女が支えている傘の下で、男もせかされるように、あとは無言で食べおえる。 
b. 女人撐著的傘下，男人象受人催促似地，不作聲地草草地扒完了飯。 
























的に対応している、と指摘している。Lakoff and Johnson (1980) では、DOWN に関わる方向
性のメタファーとして、次のような例を挙げている。すなわち、DOWN は、悲しみ(SAD IS 
DOWN)、無意識 (UNCONSCIOUS IS DOWN)、低い地位 (LOW STATUS IS DOWN)、悪・悪
徳 (BAD IS DOWN)、病気・死 (SICKNESS AND DEATH ARE DOWN)、感情 (EMOTION IS 
DOWN)といった抽象的な概念と対応している。 
  
(34) DOWN に関わる方向性のメタファー(一部抜粋) 
i. SAD IS DOWN 
       a. I’m feeling down. 
         b. He's really low these days. 
       ii. UNCONSCIOUS IS DOWN 
         a. He fell asleep.  
b. He dropped off to sleep. 
      iii. LOW STATUS IS DOWN 
a. She fell in status. 
b. He's at the bottom of the social hierarchy. 
iv. BAD IS DOWN 
a. We hit a peak last year, but it's been downhill ever since. 
    b. Things are at an all-time low. 
(Lakoff and Johnson 1980: 14-21) 
 
















3.2 「下(した)」と「下(xia)」: 数量が少ない 










(35)  a. このとき有意差がついた容量を「最小影響量(LOAEL)」、最小影響量より下の投 
与量を NOAELとします。       
 (畝山智香子著 『ほんとうの「食の安全」を考える』) 
       b. 高官の寄付は 50 円より下は稀である。         
 (小泉八雲著 『日本瞥見記(上)』) 
      c. もっと気温がひくくなり、石や植物の温度が０度より下になると、水蒸気は水
にならないで、いきなり氷になって石や植物につきます。  












(36)  a. 紐約市場原油期貨價格 21日回落到每桶 40美元之下。 
           21 日に、ニューヨーク取引所の原油先物の価格は、バレル当たり 40 ドルより
下になっていた。  
＜CCL＞ (『新華社ニュース（2004 年）』、日本語訳は筆者による) 





           農民の平均収入は、省の一人当たりの平均収入より下である。  
＜CCL＞ (『新華社ニュース（1994 年）』、日本語訳は筆者による) 
    
c. 住房面積和家庭收入在當地政府規定標準之下。 
          居住面積と家庭の年収は、当地の政府が制定した基準より下である。 
＜CCL＞ (『2004年中国政府白書』、日本語訳は筆者による) 

















3.3 「下(した)」と「下(xia)」: 劣る 
「下位の用法」が、「数量が少ない」という「下(した)」と「下(xia)」の共通の意味項目の
動機付けを持つだけでなく、「劣る」という非空間的な意味の動機付けとなる場合もある。 
 Taylor and Evans (2003)では、below の「劣る」という意味項目について、トラジェクター
がランドマークより低い位置にあることの帰結の一つとして、トラジェクターが不利な位









(37)  a. 成績は彼より下だが，指導力はまさっている。   
     b. 技術は彼の方が下だ。                












(38)  a. 子貢之在孔門，其德行在冉閔之下。              
     孔子の門人として、子貢の徳行は冉有、閔子騫より下だ。 
(《朱子語類》、日本語訳は筆者による) 
        
b. 要說治理清河的責任感和使命感，我敢說我決不在你之下。     
河川の整備と言えば、私の責任感と使命感は、君より下なんてあるわけがない
と思う。                                                     
















3.4 「下(した)」と「下(xia)」: 低い地位 
 人間同士の間に存在する社会的な身分関係は、多くの場合、上下という重力軸に関する体
験によって言語化される。日本語と中国語においても、下方という空間的な概念は、Lakoff 




(39) a. 封建時代にあっては、身分が下の者は使用人として自分の意のままに使おうと 
する風潮が一般的であった。                
















(40)  a. 這小Ｄ，是一個窮小子，又瘦又乏，在阿Ｑ的眼睛裡，位置是在王胡之下的，誰   
料這小子竟謀了他的飯碗去。 
この小Ｄというのは､やせてひょろひょろしている貧相な小僧で､阿 Qの目から
は､ヒゲの王よりもう一段下の地位におかれていた｡       
＜CJBC＞ (魯迅著 《阿 Q 正伝》) 
       
b.  要不，我何至於在奚流這種人之下呢？ 
でなけりゃ､なんで奚流なんかの下にいるものか!       
















3.5 「下(xia)」: 順序 














(41)  a. 這個電影下週上映。 
         b. この映画は来週上映する。 
(『中日・日中辞典』) 









(43)  a. 下个世紀 下下個星期三 
































c. 先生は今授業の下調べをしているところである     
老師正在備課。 



























(45)  a. この子は喜びが表に出ている。 
    b. あの人の心は表の顔からは理解できない。 
     c. 彼は笑顔の裏に深い悲しみを潜めている。 
    d. 彼女の裏の面を想像するのは難しい。             
 (山梨 2012: 29) 













(46)  a. 相当の下調べをして、発表を臨んだのであろう。          
（柳川明彦著 『夫はつらい』） 
        b. 萩元と私は、夏頃から非正式に、電電公社の仕事の下打ち合わせを始めた。 
                            （今野勉著 『テレビの青春』） 













































(47)  a. under the eagle eye of their supervisor…     
b．管理者の厳しい監視の下で… 
         c.  在上司的嚴密監視下…                        
      （『NHKラジオ英会話』、中国語は筆者による） 
 
(48)  a. Under the reign of tyranny, innocent people were deprived of their citizenship. 
    b. 専制政治による支配のもとで、罪のない人々が市民権を剥奪された。 
       c. 在專制制度的統治下… 
（『プログレッシブ英和中辞典』、中国語は筆者による） 









いるが、中国語の「下(xia)」と対応している。Taylor and Evans (2003: 124-128)では、 (47)
～(49)のような under の機能語としての用法を、「支配のシーン」(Control Scene)と解釈した
うえで、この支配の用法の空間的な動機付けについて、次の 2点を指摘している。第一に、
トラジェクターは、ランドマークより低い所に位置している。第二に、トラジェクターは、












































(50)  「舵を取る」の意味の拡張 
a．舵を取る：文字通りの意味（実際に船に乗り、手で舵を握ること：楕円 A） 
   b. 舵を取る：舵を手で操作して、船を前進させる (楕円 A’) 
   c. 舵を取る：舵を手に取らずに、船を前進させる (楕円 B) 
   d. 舵を取る：物事をうまく進める (楕円 C) 
(笠貫 2013: 72-73) 
 





つの全体として、楕円 A と楕円 A’を囲むより大きな楕円で示されている。A’から B へ、
さらに、Bから Cへの上向きに伸びている黒い太線の矢印は抽象化を意味している。そして、















る際の「下(xia)」の意味変化は、笠貫 (2002, 2013)によって取り上げられた図 2-7 を踏まえ
て、図 2-8 のように解釈できる。 
 
(51)  「下(xia)」の「基部の用法」の意味拡張 
    A の「下(xia)」：  トラジェクターがランドマークを中心とするより低い領域にある
という空間的な用法。例えば、「太陽下」、「月下」、「燭光下」など
がある。支配する領域が光線で反映されている。空間性が最も強い。 




  B の「下(xia)」:    抽象的な約束力による支配である。例えば、「原則下」が挙げら 
れる。空間性の低い表現である。 






(52)  a. 注視 監視 監督 指導 指揮 
     b. 憲法 法律 原則 方針 大義名分 信念  




図 2-8 「下(xia)」の拡張 
  





ここで注意しなければならないのは、楕円 A と楕円 A’の間の矢印で示されるように、
「太陽下」における「下(xia)」と、「監視下」における「下(xia)」とはメトニミーの関係にあ
































(53)  a. 惱怒之下，國民黨宣佈解散為進行和平調停而成立的軍事三人小組…… 
怒りのあまり国民党は平和調停を進めるために成立させた軍事三人グループ







ものと思え」こう父は教えたのであった。                 
＜CJBC＞ (島崎藤村著 『破戒』) 
   
c. 島村一驚之下，決意非盡快離開這裏不可了。  
島村は驚いて、最早ここを去らねばならぬと心立った。                










































































語学の基本的な考え方の 1つとされている。Clark (1973)、楢和 (2005: 111) によって指摘さ
れたとおり、空間を概念化する際に、人間の空間に対する様々な体験の中で、上下軸を中心
とする地面に直立して垂直に立つ経験、また、前後軸を中心とする外部の物または生物と向



















































(1) a. テレビの前に座る。 









的方略 (Ego-aligned strategy)という２種類の異なる捉え方があるとされている (Moore 2000: 








              
(2) a. The snake is in front of the rock. (English and Japanese) 
     b. The snake is behind the rock. (Hausa) 
                                                  (Shinohara 1997: 125-126) 
 













捉えており、前方の言語化もその一環である。例えば、英語の in front of という複合前置詞
における front の語源については、楢和によれば、それがラテン語の frons、 frontis という
本来的には人間、あるいは動物の頭の部位を示す言葉から、借用されたものである。英語の







図 3-1 対峙的方略 
(Shinohara 1997: 125, 一部修正) 
 
 
図 3-2  同方向的方略 






















(4) a. 例えばゾウの前で、こんな話をする。 





(5) a. 俺は、枯れてしまった向日葵の前に車椅子を止め、待つことにした。 
b. 我在枯萎的向日葵前停下輪椅，開始了等待。 
＜CJBC＞（張海迪著 《輪椅上的夢》） 
(6) a. 雪だるまの前で記念写真を撮る。 
(大門良子著 『ニコニコクリーニング店の話』) 
      b. 雪人前站著一個女孩兒。 
(雪だるまの前に一人の女の子が立っている。) 
 (鮑爾吉著 《雪地賀卡》、日本語訳は筆者による) 
 


























































(8) a. 1 日 12 時間以上もノートパソコンの前に座り続けた男性が、この症状に陥った  
という報告もあります。 
(長野茂著 『忙しいあなたの運動不足を解消！』)  
     b. 李誠銘坐在筆記本電腦前,神情嚴峻地看著計算機屏幕。  
        (李誠銘がノートパソコンの前に座り、厳しい表情でモニターを見つめている。) 
(張軼驍著 《保送生活》、日本語訳は筆者による) 
             
(9) a. これから鏡の前で笑顔の練習でもしようか。 
＜BCCWJ＞（平賀元気著 『キリスト屋』） 
      b. 在鏡子前梳頭,一梳就是一兩個鐘頭。 
(鏡の前で髪を梳かすのに、1、2時間もかかった。)  
 (茅捷著 《七月冰八月雪》、日本語訳は筆者による) 
 




図 3-3 ノートパソコンの前後軸の形成 (筆者作成) 
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上げて分析する。図 3-4 の aにおいては、人が服を着ている様子が描かれている。そして、
破線の矢印が身体の前後軸を示すものであり、黒い矢の先と白い矢の先がそれぞれ人間の
前方と後方を指している。人間は同方向的参照の捉え方により自分の身体をベースとした




(11)  a. 口内に溜まっていた血が一度に流れ出て服の前を真っ赤に染めた。 













(12)  a. デイヴは長椅子の前を通りすぎ、壁に耳を当てた。   
     ＜BCCWJ＞  (大久保寛著 『ブルー・ムービー』）  
b. 走到椅子前站立。 
(椅子の前に行き、立ち留まる。)              
 (郭英麗著《MBA面試指導》、日本語訳は筆者による) 
 
(13)  a. ソファの前には小さなテーブルがある。 
   ＜BCCWJ＞  (ねじめ正一著 『昼間のパパと夜明けの息子』) 
     b. 沙發前有個玻璃茶几。 
         (ソファの前にはガラス製の机がある)                      






















英語の in the front of と in front of という 2つの表現の差に明確に反映されている。in the front 
of a car が言えるのに対して、in the front of a ball が言いにくく、in front of a ball の方が自然
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(14)  a. 彼は一本の薔薇の木の前に立ち止った。 
＜BCCWJ＞  (堀辰雄著 『プルウストの文体について』)                 










(16)  a. 来場者に白い高さ 2メートルの立方体の前に立ってもらった。 
(『清泉女学院大学記事』) 
b. 拖到立方體前。  
(立方体の前に引きずる) 






































































































もある (伊藤 2013: 119)。 
 
(17)  a.モグラが穴から出て繁みに入っていった。 
     b.水が溜め池から川に流れ込んだ。 
     c.彼は町を出て田舎に移り住んだ。 
               (山梨 2012: 30)                          























(18)  a. There is a fence along the road. 
      b. There are guards posted along the road. 
(Lakoff 1987: 441) 































Tyler and Evans (2005: 314)では、＜軌道＞が移動の動き(仮想的な移動も含む)を必要として
おり、いわゆる「動く過程の抽象的な表示」であるのに対して、＜経路＞が動きを必要とし
ないと分析している。Clausner and Croft (1999: 23-25) は、＜経路＞と＜軌道＞という２つの
スキーマを論じる際に、両者の相違について、前者の＜軌道＞が動きを必ず伴っていて、ダ
イナミックな存在 (trajector moving along a path)であるのと対照的に、後者の＜経路＞は一次
元のような物体的な存在(one-dimensional trajector)であると指摘している。 
＜経路＞から＜軌道＞へのスキーマ変更という現象は、人間の言語においてよく見られ





(19)  a. The man ran into the woods. 
      b. The road ran into the woods. 
                                                      (Lakoff 1987: 106) 
(20)  a. Sam ran through the forest.  
b. There is a road through the forest.  
(Lakoff 1987: 106) 
 
「先(さき)」の空間的な意味の構造を示している図 3-9 のｄでは、「先(さき)」の前方とい
う方向性が主に図 3-9 の c の＜前/後＞のスキーマに由来しているため、短い垂直線を付し
た矢印で「方向性」が示されている。特に注意しておきたいのは、図 3-9のｄについて、従















(21)  a. 飛んでいくボールの先には、フェンスがある。  
b. 飛んでいくボールの前には、フェンスがある。 
(篠原 2008: 191) 
 
(22)  a. 郵便局の先に、太郎がいる。         
b. ?郵便局の前に、太郎がいる。 










Talmy (1996: 212-213)では、There is a church across the street from here のように、ある実体の
位置を特定するためのルートを心的に辿る主観的な移動を Access Path Expression と呼んで






















もあると指摘している。図 3-10 で言えば、観察者が静止している場合は、There is a white 





















(23)  図 3-10のように、観察者が 3 つ縦に並んでいるボールに向かって移動する場合 
a. 球 B在黑色球的前面。  
b. ?ボール B は黒いボールの前にある。 









     そこに止めてくれませんか。 
太郎:那兒不太好停車，再往前一點吧。 























(25)  花子:郵局在哪兒？ 
       郵便局はどこですか。 
      太郎:就在這前面面。 





(26)  a. 前面正在修路,過不去。 











図 3-11 参照物に移動の傾向がある状況 (筆者作成) 
 
(27)  ゴルフボールがホール(穴)に入らず、途中で止まった状況 
a. 球洞在球的前面。 
       b. ホールがボールの先にある。 





























(28)  a. 穴から蛇が出てきた。 
     b. (X から)いい色が出てきた。 



























ことである (趙 2015: 220-231)。 
  

















































中の多くの言語に報告されている。Lakoff & Johnson (1980) では、このような現象に対して、






(32) a. We are approaching the Christmas. 
b. The Christmas is approaching. 
 
さらに、Lakoff & Johnson (1980)は、上記のように時間的な経過が空間的な移動を通して
理解され、言語化されている現象を、移動者の違いによって二分している。すなわち、     
図 3-14に示される主体移動型メタファー (Moving Experiencer Metaphor、以下 ME と略)と、





間を把握する。We are approaching the Christmas.は前者の例であり、The Christmas is 
approaching.は後者の例である。空間上の前後の概念がどのように時間的な概念と対応する
かについては、具体的に言えば次のようになる。 
Lakoff & Johson によって提唱された時間メタファー理論は、確立してからすでに 30 年
経つが、現在でも、認知言語学の分野で強い影響を与えているとされている。しかし、Lakoff 
& Johson 流の時間メタファー理論に関しては、 次に取り上げられている点に注意しなけれ
ばならない。 
Lakoff & Johson の時間メタファー理論では、主に過去・現在・未来という 3つの時間概
図 3-14 Moving Experiencer Metaphor 
(篠原 2008: 182) 
図 3-15  Moving Time Metaphor 






間的な概念も存在している。つまり、Lakoff & Johson 流の時間メタファーでは、2種類の
異なる時間的な概念を混在させて、1つの枠組で論じられているということである。この論
点に対して異を唱えているのが、次節で概観する Moore (2001, 2014)の時間メタファーの三
分法である。 
 
4.1.2  Moore (2001, 2014) の時間メタファー理論 (3分類) 
近年では、時間メタファー理論をめぐって、1つの大きな変化が生じている。それは、分
析哲学における時間認知の考え方が時間メタファーの分析に織り込まれたということであ
る。McTaggart や Russell をはじめとする哲学者は、時間に対する人間の捉え方について、過
去・現在・未来で把握する方法と、出来事の発生順序を線形的なモノに見なして記述する方
法がある、と述べている (碓井 2002b: 2-3)。この二種類の方法によって把握される時間概念
をそれぞれ、A シリーズ時間概念(過去・現在・未来)と B シリーズの時間概念(Earlier・Later)
と呼んでいる。 
Lakoff & Johson では、時間の種類について特に見分けることなく、(33)の例文において
は、時間が移動しているので、いずれも MT に当たる。しかし、Moore (2001, 2014)では、
(33a)と(33b) は同種の時間メタファーではないと指摘している。 
 
(33) a. Summer is behind us. 
b. Summer follows spring. 
(Moore 2001: 156) 
 
結論から言えば、Moore (2001)は、Lakoff & Johson によって分類されている移動メタファ
ー、すなわち MT を「自己中心的な時間移動型メタファー」(The Ego-centered Moving Time 
Metaphor、以下 E-MT と略)と「前後時間移動型メタファー」(FORNT/BACK Moving Time 
Metaphor、以下 FB-MT と略)に分けている。  
注意しなければならないのは、Moore の時間メタファー分類は、MT を E-MT と FB-MT
というさらに下位の類に細分したものではないということである。前者の E-MT が A シリ
ーズの時間概念を示すもの (例えば、Summer is behind us.)であるのに対して、後者の FB-MT
が B シリーズの時間概念を言語化するもの (例えば、Summer follows spring.)である。つま
り、同種のメタファーに帰してはいけないというのが Moore (2001)の主張である。 
Moore は FB-MT の特徴、及び FB-MT と E-MT がそれぞれ異なるモデルで捉えなければ
ならない理由について、次の 3点を指摘している。 
 




b.  E-MT と FB-MT では、その概念対応の背景にある経験的基盤が異なると考え
られる。 








図 3-16 FORNT/BACK Moving Time (篠原 2008: 182) 
 
一方、(33b)には、異質なところがあり、図 3-16のように、B シリーズの時間的な概念を


















ここまでを見る限り、Lakoff & Johson (1980, 1999)と比べ、時間概念の種類の違いを重視
する Moore (2000, 2014)のほうが妥当であるかのように見える。しかしながら、A、B シリー
ズの時間概念が根本的に異なるものと見なし、直示性の有無によって時間メタファーを分
類するという Moore の想定については、さらなる検討が必要である。 
A、B シリーズの時間概念を明確に分ける Moore の理論の枠組は、次の点を改めて精査し




ければならない1。McTaggart は時間概念を 2 つのパタンに分けたが、時間の源が A シリー
ズ時間概念であると論じている。言い換えれば、A シリーズの時間概念こそがより本質的な
もので、それを介して B シリーズの時間概念が生じてきものだということである。その一
方、この McTaggart の A シリーズが B シリーズより時間の本質に近いという考え方に対し
て、Russell が疑問を持ち、B シリーズが A シリーズより本質的だと主張している。どのパ
タンの時間的な概念がより本質的なものであるかという哲学的な問題は、McTaggart と
Russell がそれぞれの代弁者を通して、現在に至っても論争が続いている (本多 2011c: 33-56,
碓井 2002b: 1-26)。 
Moore の時間メタファー理論では、Earlier・Later を示す FB-MT は、「過去・現在・未来」
を示す E-MT とは独立に存在するとされている。つまり、この 2種類の時間概念の関連性に
ついては、論外にされ、断片的に分析されている。 






ズ時間概念がどのように共起しているかを説明して、Lakoff & Johson、Moore の時間メタフ
ァー理論を踏まえながら、時間メタファーを改めて分類する。  
結論から言えば、A、B シリーズの時間概念が根本的に異なるものでなく、互いに緊密に
                                                        
1 We may sum up the relations of the three series to time as follows: The A and B series are 
equally essential to time, which must be distinguished as past, present and future, and must likewise 
be distinguished as earlier and later. But the two series are not equally fundamental. The distinctions 
of the A series are ultimate. We cannot explain what is meant by past, present and future. We can, to 
some extent, describe them, but they cannot be defined. We can only show their meaning by 
examples. “Your breakfast this morning” we can say to an inquirer,“is past; this conversation is 











図 3-17 主体性の変化 (Langacker 2010: 319, 並び順は筆者による) 
 





(35) a. 言語学が好きだ。 
b. 僕は言語学が好きだ。 
c. 太郎は言語学が好きだ。 
(町田 2012: 3) 
 
また、Langacker を踏まえ、町田 (2013: 661-666)は、主体性の高いモデルから、主体性の低
いモデルへと変化するプロセスを次のように説明している(町田はこのような主観から客
















える。Moore は、(36a)と(36b)のいずれも FORNT/BACK Moving Time Metaphor に分けてお
り、Earlier という B シリーズの時間概念に当たると論じている。(36a)における春と冬との
関係は、認知主体の視点と関わりなく、客観性を持つ真理のようなものとして、純粋な B シ
リーズの時間概念を意味している。 




(36)  a. Spring follows winter.            (E.g. every year.) 
b. A reception is following the talks.    (E.g. this is a temporary setup.) 
  (Moore 2014: 66, 73) 
 
具体的に言えば、(36)に取り上げられている spring と winter、reception と talks は、ランド
マークの事態 (winter, the talks)の後にトラジェクターの事態 (spring, a reception)が続いてい
るという順序の関係にある。冬と春との順序関係は、発話者の主体性と関わりのない常識、
真理のようなものであり、純粋な B シリーズ時間概念である。これに対して、歓迎会
(reception)と演説 (talks)との順序関係は、発話者の主体性とも関わり、現在といった A シリ
ーズ時間概念にも関与しており、純粋の B シリーズの時間概念ではなく、A、B のシリーズ
時間概念が共存している。 
Fillmore (1997: 50) は、ある言語文化共同体の全員に共有され、時間的な意味を示す名詞





















せば、以下の図 3-19 と図 3-20 のようになる。 
第一種類の A、B シリーズの時間概念が共存するメタファーの構成については、図 3-19
のように示すことができる。この場合では、Front (前方)は Earlier に対応し、Back (後方)は
Later に対応する。Langacker (2010)にならい、図 3-19における点線の IS という四角形は、
直接的にプロファイルされた領域を示すものであり、また、MS という四角形は、文に直接
的に言語化されていないが、喚起できる内容を示すものである。点線の IS の四角形に位置
しているのは、文に直接的に出現した LM (前件の事態)と TR (後件の事態)である。また、
事態と事態の間における矢印は、事態と事態との順序、すなわち Earlier・Later という B シ
リーズの時間概念である。また、認知主体 (C)が IS の外、MS の中に位置しているのは、発
話時または現在といった A シリーズの時間概念も部分的に反映されている、ということを











3-20 のようになる。この場合では、Front (前方)が Later、また Back (後方)が Earlier に対応し
ている。すなわち、「修論諮問は修論提出のまだ先だよ」という文に反映されているように、
「諮問」という事態は、もう 1つの「提出」という事態の前方にあるということで、「諮問」
が「提出」より Later だ、ということである。この場合は、図 3-19と同様に、認知主体の直
示性が部分的に反映されているので、点線の IS の四角形の外であるが、認知主体は実線の
MS の四角形の中に位置している。 
図 3-20 直示性に関与する Front-Back Moving Time Metaphor (その 2) 
 
  図 3-21 Front-Back Moving Time Metaphor 
        (Front=Earlier) 
図 3-22 Front-Back Moving Time Metaphor 








本論文の時間メタファーの分類と Moore、Lakoff & Johson の分類法の特徴について、それ




















































































































































































































































































































































(37)  a. 前に共演したことがあるのを知ってる？。   
＜CJBC＞ (成田陽子著 『銀座』) 
b. 前に訪ねたことがある。 
＜CJBC＞ (千野隆司著 『駆け出し同心』) 
c. 前にどこかで会ったことがある。 
＜CJBC＞ （篠田真由美著 『桜闇』） 
 
(37) に取り上げられた例文における「前(まえ)」は、過去という A シリーズの時間概念を
表している。認知主体は目の前の方向に向き、静止の状態で時間軸に存在している。時間の
連続は、認知主体の前方から後方へと通過して、過ぎ去っていく｡この場面では、時間の認













(38)  a.失敗を恐れずに協調して、前に進めます。 

















4.2.1 と 4.2.2 節では、「前(まえ)」の時間的な意味について、過去を表す用法と、未来を表
す用法、すなわち、A シリーズの時間概念に関わる用法について分析した。本節では、Earlier
を示す「前(まえ)」の用法について概観する。 
「前(まえ)」の Earlier の用法については、本論文の表 3-1に示されている分類法に基づい
て、「直示性に関与する Front-Back Moving Time Metaphor(その 1)」と、Front-Back Moving 
Time Metaphor という 2 つの時間メタファーによって説明できる。前者の「前(まえ)」は、

























(40) a. 奈良時代より前の古墳時代や飛鳥時代の段階で用いられた越後の織物製品… 























(41)  a. 先に分析した各課題についての原因それぞれの重みを付けていき、トータル   
でスコアリングを行う。 


























(さき)」の特徴は、Moving Observer Metaphor という時間メタファーを通して説明できる。 
 
(42)  a. 観光市場の先行きは明るい。 
（『中日・日中辞典』） 
b. 五十年先が頼もしい気がする。 
＜BCCWJ＞ (小原国芳著 『小原国芳全集』) 











「先(さき)」は、ある時点より Earlier という時間的な意味も持っている。Earlier を示す
「先(さき)」は、本論文の時間メタファーに対する分類に基づいて説明すると、次の二種類
がある。第一類は、現在という A シリーズの時間的な概念とも関わる Ealier、すなわち認知
主体の主体性も反映している Earlier である。第二類は、認知主体の主体性と関わりなく、









(43)  皆さんから発言がないので、私から先に言わせてもらう。 









(44)  a. 実物より先に本で知った虫 
＜BCCWJ＞ (河合雅雄編 『ふしぎの博物誌』) 
b. 日本も実力は出し切った試合だったが、相手より先に力尽きてしまった。 
＜BCCWJ＞ (読売新聞社 『読売新聞』) 
  
(45)  a.大晦日より先に天皇の誕生日がある。 















具体的に言えば、(45a)における「より先」は、12 月 23 日の「天皇の誕生日」が 12 月 31
日の「大晦日」より Earlier という時間的な意味を示している。このような「より先」は、認















(46)  a. 夏休みが始まるのは期末テストのまだその先だよ。 
b. 修論諮問は、修論提出のまだその先だよ。 
c. 退院は予定より先になりそうです。 
(碓井 2002b: 155) 
 
第二類の「先(さき)」によって示される Later は、認知主体の直示性と関わりなく、ある
出来事を参照点にして、もう 1 つの出来事がそれより遅い段階で発生するという純粋な B
シリーズの時間概念を言語化している。 
 
(47)  応仁の乱の先に戦国時代が待っていることを予言したものはいなかった。 












「前(qian)」は、時間の認知主体の主体性が反映され、Moving Time Metaphor という種類の
時間メタファーを介して、過去という A シリーズ時間概念を言語化できるようになってい
る。 
(48)  a. 之前曾经玩过。 
b. 前に遊んたことがある。 
(『中日・日中辞典』) 










(50)  a. 前些日子看見他的時候還很健康。 
b. 先ごろ会ったときはまだ非常に元気だった。 
(『中日・日中辞典』) 





















(53)  a. 旅遊市場的前途看好。 
b. 観光市場の先行きは明るい。 
(『中日・日中辞典』) 
















(55)  a. 隨你怎麼說都行，開送別會之前，請到我的住處來一趟，有話跟你說。 
b. 何でもいい、送別会へ行く前に一寸おれのうちへ御寄り、話しがあるから。 
＜CJBC＞ (夏目漱石著 『坊ちゃん』)  
(56)  a. 在上飛機之前，匆匆的給他們寫一封短信，謝謝他們的招待，報告了我的行蹤(去  
重庆)。 
b. 飛行機に乗る前に、急いで感謝の意と重慶行きを記した手紙を送った。 










じるという 2つ出来事の順序を表し、いわゆる A、B シリーズの時間概念が同時に関与する
Earlier である。 




＜CJBC＞  (伊藤正則著 《日本經濟的飛躍發展》) 
 



















る Earlier、主体性が反映されていない Earlier という 4つの時間的な意味を持っている。 
 
(59)  a. こんな経緯がありながら、私が結局大谷大学へ進んだことは前にも述べた。 
b. 如前所述，儘管有些波折，我最終還是進了大穀大學。 












(60)  a. もっと前へ進めば、私の予期するあるものが、何時か眼の前に満足に現われ    
るだろうと思った。 
       b. 如果再向前跨一步，也許我所期待的東西總會圓滿地呈現在我眼前吧。 







(61)  a. 僕はそれをまるで 5分前のできごとのようにはっきり思い出すことができ  
た。 
b. 這一切就像 5分鐘前剛剛發生過一樣。 
＜CJBC＞ (村上春樹著 『ノルウェイの森』)  
(62)  a. 甲府が空襲される前に、Ｂ29 が立派なアート紙のパンフレットのような伝単を                                                                                                                                                          
落して行った。 
       b. 甲府市被空襲之前，Ｂ29 撒下了用最好的印刷紙印的象小冊子一樣的傳單。 























＜CJBC＞ (村上春樹著 『ノルウェイの森』) 
 
(64)  a. 二階の部屋も窓の障子も新しく張替えて、前に見たよりはずっと心地が好い。 
b. 樓上的房間和窗戶都重新裱糊了一遍，比上次來看房時顯得舒適多了。 








(63')  我們一如之前那樣在街上走．．． 







(65)  a. ねえ､レイコさん､この前停電のときつかったロウソクまだ残っていたかしら? 
 b. 噯，玲子姐，上次停電時用的蠟燭好像還有？ 
＜CJBC＞ (村上春樹著 『ノルウェイの森』)  
 
(66)  a. この前の冬休みに国で医者と会見した時に、私はそんな術語をまるで聞かな   
かった。 
b. 上回寒假中我在鄉下會見醫生的時候，一次都沒有聽到這樣的術語。 






め、単に過去という A シリーズ時間概念のみならず、以前の事態と事態との順番という B
シリーズ時間概念にも関わっている。強いて英語の表現で言えば、(63)と(64)における「前








あるが、「1 つ前の」または「直前の」といった順序の意味合いを含んでいる previous や













(67)  a. 春までにスペイン語を完全にマスターする。 
b. 在春天前完全掌握西班牙語。 
＜CJBC＞ (村上春樹著 『ノルウェイの森』) 
 
(68)  a. 玉枝が来るまでに、どうしても完成させねばならない。 
b. 無論如何得趕在玉枝到來之前完成。 
＜CJBC＞ (水上勉著 『越前竹人形』)  
 
「前(まえ)」と「前(qian)」の相違を説明するに当たって、ここで強調したいのは、Lakoff 





Lakoff and Johson (1980,1999)の 2 分法によれば、(67)と(68)における時間メタファーは、
静止する時間の認知主体に向かって、未来における「春」と「玉枝が来る」という 2つの出
来事が、次から次へと現在へ移動してくるため、Moving Time Metaphor に当たる。  
これに対して、Moore (2014)の二分法によれば、(67)における前件と後件との関係は、時







ない、ということである。つまり、本論文で提案した A シリーズの時間概念と B シリーズ







を図で示せば、次のようになる。この図 3-23 では、現在という A シリーズの時間概念と、
















(69)  a. 放心吧，25 日前肯定回去。 
b. 心配しないで、25 日までに必ず帰ります。 


































の主体性と関わらない Earlier という 4つの時間的な意味を持っていると考える。 
  




例えば、(72)のような文における過去という概念は、Moving Time Metaphor の時間メタフ
ァーを通して、前方という空間的な概念によって表されている。この「過去＝前方」という
関係は、それぞれ日本語で「先(さき)」、中国語で「前(qian)」によって言語化されている。
つまり、「先(さき)」と「前(qian)」は、Moving Time Metaphor を介して、過去を言語化する
点で共通するということである。 
 










(74)  a. 警察への連絡より先に、けが人を助けなさい。 
       b. 請在與警方聯繫前，救助傷患。 
（篠原 2000: 199、中国語例文は筆者訳による） 
 
(75) a. 大晦日より先に、天皇誕生日がある 
      b. 天皇的生日在大年夜前。 















の 2種類の Earlier を言語化する機能を持っているという共通点である。 
 








































(77)  我工作之前，到英國學習了兩年。 
 勤める前に、イギリスで二年ほど勉強していたんだ。 
＜CJBC＞ （劉心武著《鐘鼓楼》） 






図 3-24 「過去の Earlier」 
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(77')   ?勤める先に、イギリスで二年ほど勉強していたんだ。 
(78')  ?結婚届けを出す先に、身体検査をしてないんですか｡ 
 
例えば、(77)における時間的な関係について、前件の「到英國學習(イギリスで勉強する)」







(79) a. 実物より先に本で知った虫 
＜BCCW＞  (河合雅雄編『ふしぎの博物誌』) 
b. 日本も実力は出し切った試合だったが、相手より先に力尽きてしまった。 
＜BCCWJ＞  (読売新聞社『読売新聞』) 
 
要するに、(77)や(78)のような過去の時間帯で、ある事態がもう 1 つの事態より Earlier と
いう時点で生じたという時間的な関係は、「先(さき)」によるの言語化が困難だ、ということ
である。ただし、（77’）や（78’）が示すように「先(さき)」が、「より」と共起することに








(80)   很久前有個叫鄔珠的美麗姑娘, 
 おおむかし、鄔珠という名の綺麗な娘がいた。 
＜CCL＞ (姜彬編《中国民間文学大辞典》、日本語訳は筆者による) 


















(82)  だいぶ先の話ですが、現在の貯蓄ペースではマイホームは持てなさそうな気が   
します。 
＜BCCWJ＞ (三好礼子著 『砂の子』) 
 
(83)  君の人生には、ずっと先がある。 









(85)  a.「だいぶ前のものだから、もう風味が損なわれてるよね」と元枝に訊いた。 
＜BCCWJ＞ (藤田宜永著 『恋しい女』) 
b. ?「だいぶ先のものだから、もう風味が損なわれてるよね」と元枝に訊いた。 
    c. 我向元枝問道：這是很久之前的東西了。味道多半不好了吧。 
 























(2011)によって取り上げられている the more in front, the later という現象である。 






(87)  a. 今は手術のことで頭が一杯で手術の先の治療のことを考えられない状態で   
す。 
    b.*現在腦袋裡全是手術的事兒，沒有功夫考慮手術之後治療的事兒。 
c. 現在腦袋裡全是手術的事兒，沒有功夫考慮手術之前治療的事兒。 
(篠原 2008: 193、中国語訳は筆者による) 
 
(88)  a. 応仁の乱の先に戦国時代が待っていることを予言したものはいなかった。 
b.*沒有人能預言應仁之亂前是戰國時代。 
c. 沒有人能預言應仁之亂後是戰國時代。 



















































































国広 (1997: 191)は、それが前進するものと、それが作りだした跡という 2 つのものの視覚
的かつ時間的な特徴に依拠して生じたものである、と主張している。 
 
(1)   Ⅰ    Ⅱ    Ⅲ 
＜足跡＞→＜あと＞→＜あと＞ 
    視覚的  時間的  空間的 


















(3) a. 彼の後について行く (Space) 
b. 先頭から遅れて少し後になった (Space & Time) 
      c. 彼は後から来ます (Time) 














ン (2011)では、中国語の「後(hou)」とベトナム語の sau の相違点を分析している。また、金





















































痕跡は remains、ruins などによって言語化されている。例えば、「牛が通った跡」は tracks of 
a cow と翻訳されるが、「城の跡を保存する」は preserve the remains of a castle と翻訳される。
すなわち、cow が移動を通して残した「跡(あと)」が tracks であり、また、castle が残した















たって、Tyler & Evans (2003) での behind と after という 2つの後方を示す前置詞の相違点に
関する分析を概観する。 
 
(4) a. みんなの後にくっついて先生の家に入って行きました。 
＜BCCWJ＞ (松山善三著 『ああ人間山脈』) 
b. 僕は無言のままトボトボと親父の後を歩き、家に帰りました。 
＜BCCWJ＞ (片岡鶴太郎著 『夢画夢中』) 
c. 味方が現れ、私たちはその案内のゲリラの後を追う。 
＜BCCWJ＞ (惠谷治著 『アフガン山岳戦従軍記』) 
 
Tyler & Evans (2003: 173-176) は、after と behind の空間的な意味は共通する場合が少なく
ないが、次の pursuit という跡追いあるいは追跡の場面では、after の使用のみが許される、
と指摘している。追跡の場面というのは、トラジェクターがランドマークの背後にあるのみ
ならず、両者のいずれも移動しており、トラジェクターがランドマークを追いかけている場
面である。例えば、The police chased/came after the robbers.という文における after は、ランド
マークの robbers の背後にトラジェクターの police が追いかけている、という後方の関係を
言語化している。このような場合における after は、behind に置き換えられると違和感が生
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じてくる (Tyler & Evans 2003: 157)。 

























(5) a. 後３人が座れる。 
    b. 作るべき書類が後３つある。 



















 この 2.2 節では、中国語の「後(hou)」の「後方」の用法と「後部」の用法という 2つの空
間的な意味を分析する。 
 












(7) a. 老虎往後拉屁股，是為了向前猛撲。 











































(9) a. “著鏢！”一個紙鏢從空中穿過，射到一位同學後腦兒上了。 
b. 「手裏剣、命中！」と紙の手裏剣が飛んで、一人の子の頭の後ろにあたった。 
＜CJBC＞ (王蒙著 《活動變人形》) 
 
(10)  a. 他騎了一輛嶄新的自行車，婆姨坐在車後，漸行漸遠。 
b. 彼は真新しい自転車に跨がり、うしろに妻を乗せてしだいに遠ざかっていった。 





































































図 4-1 「後(あと)」の後方の用法 図 4-2 「後(hou)」の後方の用法 









(13)  a. 教室後設有儲物櫃。 
b. ?ロッカーが教室の後に設置されている。 
 




behind や after という前置詞の代わりに、at the back of という前置詞を含む複合的な表現に
よって言語化されている。 
 








(14) b'. その部屋の後(あと)にあるドア。 
(15) b'. 私たちは、その劇場の後(あと)に座った。 
 







































 前後軸の空間辞は、多くの場合、時間的な意味を示す機能を持っている。第 3 章では、認
知言語学における従来の時間メタファー理論を見直したうえで、新たな分類方法を取り上
げ、日本語の「前(まえ)」・「先(サキ)」と中国語の「前(qian)」との時間的な意味を分析した。





3.1.1 「後(あと)」：Laterの用法(現在・発話時を参照する場合)  




に第 3 章でも論じられたように、本論文は、B シリーズ時間概念が、現在または発話時と共
起するタイプと、共起しないタイブという 2 つの種類に分けている。同様に、「後(あと)」
の Later という B シリーズ時間概念を示す用法も、2 種類ある。この 3.1.1 節では、現在ま
たは発話する時点の状況も反映された Later を説明する。 
  
(18)  a. 期末試験は数学が先で、英語が後です。 
    b. ゲームを先にして、食事は後にしよう。 
 









































(20)  a. 後１年任期が残る。 

















に起こるという Later としての時間的な意味を言語化することができる。 
 









時・現在と関わる未来の Later という関係にある。 
(22)  a. 工作結束後，去了惠比壽的啤酒節。 
b. 仕事の後、恵比寿にあるビールフェスタに行った。 
  (『中国語会話例文集』) 
 
また、(22a)における 2つの事態の順序は、(21a)とやや異なり過去の Later の関係にある。
具体的に言えば、(22a)における「後(hou)」は、仕事が終了するとビールフェスタに行くと













＜CJBC＞ (平川祐弘著 『マッテオ・リッチ伝』) 
 













 Moore (2000: 163-165 )では、人間の言語において、ごく少数の例外を除き、Later という時
間的な概念は、後方を示す空間的な表現によって言語化されるのが一般的だと指摘してい











(26)  a. 私は後３ヶ月しか日本にいません。 
b. 我在日本的時間只剩 3個月。 
(西隈俊哉著 『日本語能力試験 3級徹底ドリル』、中国語訳は著者による) 
 
(27)  a. ローンが後数年で終わる。 
b. 貸款再過幾年就能還完。 


























































































 本章は、中国語の「後(hou)」の空間的な意味を後方と後部という 2 つの種類に分けて分
析した。すなわち、「後(hou)」は、トラジェクターがランドマークの後方に位置するか、ト























































































































































































































































































































under the surveillance 





under the policies 
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時間の種類は McTaggart (1908)によると、A シリーズの時間概念（過去・現在・未来）と
B シリーズの時間概念（Earlier・Later）という二種類に大別している。Lakoff and Johson  (1980, 
1999) は、A、B シリーズ時間概念の相違を区別せず、時間メタファーを二分している。こ




























































TR：トラジェクター   LM：ランドマーク 























































第二に、本研究は、前後軸の空間辞の時間的な意味を分析する際に従来の Lakoff and 
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第 1章 日本語の「上(うえ)」と中国語の「上(shang)」との比較 
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